
平成２９年度　特別会計決算
　町には、一般会計の他、７つの特別会計と１つの企業会計があります。特別会計は、特定の事業や
特定の収入で事業を行う場合に、一般会計と区別して設置します。
　各会計の決算額は以下のとおりです。

町の財政は
「健全」

１　健全化判断比率
実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

－　　％ －　　％ 10.5％ －　　％
（　　　　15.0）（　　　　20.0）（　　　　25.0） （　　　350.0）

〔10.7％〕

備考　各比率の早期健全化基準は（　）内に記載
　　　実質赤字額がない場合「－」を記載　　前年度は〔　　〕に記載

２　資金不足比率
公営企業会計の名称 資金不足比率

水道事業会計 －　％

公共下水道事業特別会計 －　％

農業集落排水事業特別会計 －　％
備考　資金不足がない場合「－」を記載

ミ
ニ
解
説

平成２９年度　会計別決算額 

会　　　計　　　名 歳　　　　入 歳　　　　出
一般会計 ７３億１６７４万円 ７２億２１６４万円

学校給食事業特別会計 １億１４０７万円 １億１３７４万円

公共下水道事業特別会計 ３億８０５４万円 ３億８０２４万円

国民健康保険事業特別会計 ２１億３１９０万円 ２０億９９３３万円

農業集落排水事業特別会計 １億６４４２万円 １億６４３２万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 ３５４万円 ３５４万円

介護保険事業特別会計 １３億６９０２万円 １３億３１９８万円

後期高齢者医療事業特別会計 １億７９３７万円 １億７６０５万円

会　　　計　　　名 収　　　　　入 支　　　　出

水道事業会計
収益的収支 ４億２４４８万円 ３億９８４４万円

資本的収支 ９２９８万円 ２億４７２４万円

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金で補
ほ て ん

填しました。

（万円未満は四捨五入）

早期健全化基準 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・地方公共団体の財政の健全性に関する基準。

実質赤字比率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一般会計と一部の特別会計を合わせた赤字の割合。

連結実質赤字比率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・全ての会計を合わせた赤字の割合。

実質公債費比率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・借入金の返済額とこれに準ずる経費の割合。

将来負担比率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・企業会計、出資法人も含めた将来の支出予定額の割合。

資金不足比率 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事業規模から見た各公営企業の資金不足の割合。

　財政健全化判断比率および資金不足比率が報告されました。健全
化判断比率のうち、いずれかが早期健全化基準以上になった場合は、
財政健全化計画を策定し、財政の健全化を図ることとなります。
　町の平成２９年度決算においては、いずれの数値も早期健全化基
準などを下回っています。
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会　計　名 補　正　額 補正後の予算額
一般会計 １億８６４８万円 ７５億２６７４万円

特
別
会
計

学校給食事業 １３万円 １億２１５８万円

公共下水道事業 １９４５万円 ４億４８０９万円

国民健康保険事業 ２３４５万円 １９億２４９２万円

農業集落排水事業 ▲７２万円 １億５７７０万円

介護保険事業 ３７１１万円 １４億８５４６万円

後期高齢者医療事業 ３０９万円 １億８７８４万円
企
業
会
計

水
道
事
業

収益的収支 ▲４７万円 ４億　２９１万円

資本的収支 　　　４万円 ２億８１３１万円

平成３０年度　各会計別補正予算の状況 （万円未満は四捨五入）

関
連
記
事
→
Ｐ
．10

一般会計補正予算

（増額）　
地方特例交付金 　　　　　　　　　　 １３９６万円
地方交付税　　　　　　　　　　　　  ３０２９万円
国庫支出金　
　保育所等整備交付金　　　　　　　　  ６２０万円
　南下城山防災公園事業補助金　　　　  ２２２万円
繰入金　
　財政調整基金　　　　　　　　　　  ３９４８万円
　渇水対策施設維持管理基金　　　　　  ９７７万円
　教育文化振興基金　　　　　　　　　  ５００万円
町債　　
　臨時財政対策債　　　　　　　　　　  ７５０万円
　駒小体育館用地取得事業　　　　　  ２１６０万円
　吉中校舎増築関連移設事業　　　　  ２９８０万円

（増額）
第三保育園新築助成事業　　　　　　　  ６９７万円
小倉揚水機場揚水ポンプ購入費　　　　  ８３３万円
町道改良測量設計委託料　　　　　　  １６２０万円
バスターミナル概略検討業務　　　　　  ４９０万円
南下城山防災公園整備事業費　　　　　  ３５０万円
スクールバス購入事業費　　　　　　　  ７７１万円
駒小建物補償費　　　　　　　　　　  １０００万円
中学校校舎増築関連移設工事　　　　  ３９８５万円
緊急対策工事　　　　　　　　　　　　  ９８２万円
　（中学校ブロック塀の安全対策のため）
八幡山グラウンド仮設広場整備工事　  １２００万円
給食センター施設補修計画検討業務委託料　 ３００万円

（減額）
町民プール解体工事　　　　　　　　　  ９９４万円

  歳入の主な補正   歳出の主な補正

　歳入歳出予算の総額に、それぞれ１億８６４８万円を
追加し、総額７５億２６７４万円としました。

吉中増築工事に大幅補正
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